
4： 急性リンパ性白血病（ALL） 【成人】 

 

1. WG メンバーリスト 

氏名 所属 診療科 

責任者 

新井 康之 
京都大学医学部附属病院 血液内科 

今井 陽俊 札幌フジクリニック 血液内科 

小澤 幸泰 地方独立行政法人 岐阜県立多治見病院 血液内科 

賀古 真一 自治医科大学附属さいたま医療センター 血液科 

川瀬 孝和 藤田医科大学 
国際再生医療センター 免疫再生医

学研究部門 

田中 淳司 済生会加須病院  

西脇 聡史 名古屋大学医学部附属病院 先端医療・臨床研究支援センター 

藤澤 信 公立大学法人横浜市立大学附属市民総合医療センター 血液内科 

古川 達雄 長岡赤十字病院 血液内科 

水田 秀一 金沢医科大学病院 血液・リウマチ膠原病科 

山本 久史 国家公務員共済組合連合会 虎の門病院 血液内科 

吉原 哲 兵庫医科大学病院 血液内科 

長藤 宏司 久留米大学病院 血液・腫瘍内科 

重松 明男 札幌北楡病院 内科・血液内科 

三橋 健次郎 さいたま赤十字病院 血液内科 

青木 淳 国際医療研究センター病院 血液内科 

立花 崇孝 神奈川県立がんセンター 血液・腫瘍内科（血液） 

篠原 明仁 東京女子医科大学病院 血液内科 

清水 啓明 
地方独立行政法人 東京都立病院機構 がん・感染症セ

ンター 都立駒込病院 
血液内科 

鵜飼 知嵩 愛知県がんセンター研究所 遺伝子医療研究部 

平林 茂樹 九州大学大学院医学研究院 プレシジョン医療学分野 

本橋 賢治 （地・独）神奈川県立病院機構 神奈川県立がんセンター 血液・腫瘍内科(腫瘍) 

近藤 忠一 神戸市立医療センター中央市民病院 血液内科 

赤星 佑 マウントサイナイ医科大学  

名島 悠峰 
地方独立行政法人 東京都立病院機構 がん・感染症セ

ンター 都立駒込病院 
血液内科 

原田 介斗 東海大学医学部付属病院 血液腫瘍内科 

海渡 智史 東京大学医科学研究所 
幹細胞治療研究センター 幹細胞分

子医学分野 

景山 康生 国家公務員共済組合連合会 虎の門病院 血液内科 

黒澤 修兵 がん・感染症センター都立駒込病院 輸血・細胞治療科 

小西 義延 京都大学医学部附属病院 血液内科 



大嶋 慎一郎 京都大学医学部附属病院 血液内科 

辻 紀章 金沢大学附属病院 血液内科 

堺田 惠美子 千葉大学医学部附属病院 血液内科 

森田 真梨 京都大学大学院医学研究科 血液・腫瘍内科学 

永田 啓人 国立研究開発法人国立がん研究センター東病院 血液腫瘍科 

大西 康 東北大学病院 血液内科 

葉名尻 良 名古屋大学医学部附属病院 血液内科 

岩﨑 惇 京都大学大学院医学研究科 血液・腫瘍内科学 

大引 真理恵 名古屋大学大学院 医学系研究科 

城 友泰 京都大学医学部附属病院 血液内科 

林 裕美 京都大学大学院医学研究科 血液・腫瘍内科学 

田村 直紀 地方独立行政法人京都市立病院機構 京都市立病院 血液内科 

上條 公守 地方独立行政法人 りんくう総合医療センター 血液内科 

上田 智朗 大阪大学大学院医学系研究科 血液・腫瘍内科学 

下茂 雅俊 九州大学医学部 第一内科 病態修復内科 

千葉 晶輝 東京大学医学部附属病院 血液・腫瘍内科 

吉藤 康太 東京科学大学病院 血液内科 

大津 雅広 九州大学病院 血液腫瘍心血管内科 

赤荻 杏奈 京都大学医学部附属病院 血液内科 

髙野 昂佑 自治医科大学附属さいたま医療センター 血液科 

田地 規朗 防衛医科大学校病院 血液内科 

新藤 隆英 慶應義塾大学病院 血液内科 

中村 直和 京都大学医学部附属病院 血液内科 

泉 陽彦 横浜市立大学附属病院 血液・リウマチ・感染症内科 

岡山 裕介 若草第一病院 血液内科 

加藤 章一郎 防衛医科大学校病院 血液内科 

山田 裕太 東京大学医科学研究所 幹細胞分子医学分野 

 

2. 会議開催記録（2024年 1月-12月） 

 

3. メーリングリストによる意見交換 （メーリングリスト開設から 2024年 12月末時点まで） 

（  1768  ）回 

 

日時 場所 会議内容 

開催なし   

   



4. WGの今後の活動方針・抱負など 

成人 ALL-WGでは、多くの先生方が各自のペースで参加されていますので、活動は参加者の意向を最大限に尊

重して行っております。メンバーの先生方のご貢献により、毎年確実に論文発表ができております。 

4年間、新井康之が責任者を務めておりましたが、2025年度からは、城友泰先生に引き継ぎをいたします。新規治

療も多く出る中、ALLの移植成績は重要なテーマになりますので、これからも多くの研究がなされますことを願って

おります。 


